
復活節第７主日特祷 

 

み子イエス・キリストに永遠の勝利を与え、天のみ国に昇らせられた栄光の王なる神よ、

どうかわたしたちをみなしごとせず、聖霊を降して強めてください。そして救い主キリス

トが先立っていかれたところに昇らせてください。父と聖霊とともに一体であって世々に

生き支配しておられる主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 サムエル記上 12章 19ー24節 

 

19民は皆、サムエルに願った。「僕たちのために、あなたの神、主に祈り、我々が死な

ないようにしてください。確かに、我々はあらゆる重い罪の上に、更に王を求めるという

悪を加えました。」 

20サムエルは民に言った。「恐れるな。あなたたちはこのような悪を行ったが、今後は、

それることなく主に付き従い、心を尽くして主に仕えなさい。 21むなしいものを慕って

それて行ってはならない。それはむなしいのだから何の力もなく、救う力もない。 22主

はその偉大な御名のゆえに、御自分の民を決しておろそかにはなさらない。主はあなたた

ちを御自分の民と決めておられるからである。 23わたしもまた、あなたたちのために祈

ることをやめ、主に対して罪を犯すようなことは決してしない。あなたたちに正しく善い

道を教えよう。 24主を畏れ、心を尽くし、まことをもって主に仕えなさい。主がいかに

偉大なことをあなたたちに示されたかを悟りなさい。 
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１ 地とそこにあるもの∥ 世界とそこに住むものは主のもの 

２ 神は海に地の基を据え∥ 水の上に固められた 

３ 主の山に登るものはだれ∥ 聖所に立つものはだれか 

４ それは手に汚れなく、心の清い人∥ むなしいことに心を向けず、偽りを口にしない者 

５ その人は主に祝福され∥ 救いの恵みを受ける 

６ これは神を求める者のやから∥ ヤコブの神のみ顔を慕う 

７ 門よ、扉を開け、永遠の戸よ、上がれ∥ 栄光の王が入られる 

８ 栄光の王とはだれか∥ 勝利を得られる力ある主 



９ 門よ、扉を開け、永遠の戸よ、上がれ∥ 栄光の王が入られる 

10 栄光の王とはだれか∥ 万軍の主こそ栄光の王 

 

使徒書 使徒言行録 16章 16－34節  

 

16わたしたちは、祈りの場所に行く途中、占いの霊に取りつかれている女奴隷に出会

った。この女は、占いをして主人たちに多くの利益を得させていた。 17彼女は、パウロ

やわたしたちの後ろについて来てこう叫ぶのであった。「この人たちは、いと高き神の僕

で、皆さんに救いの道を宣べ伝えているのです。」 18彼女がこんなことを幾日も繰り返

すので、パウロはたまりかねて振り向き、その霊に言った。「イエス・キリストの名によ

って命じる。この女から出て行け。」すると即座に、霊が彼女から出て行った。 19とこ

ろが、この女の主人たちは、金もうけの望みがなくなってしまったことを知り、パウロと

シラスを捕らえ、役人に引き渡すために広場へ引き立てて行った。 20そして、二人を高

官たちに引き渡してこう言った。「この者たちはユダヤ人で、わたしたちの町を混乱させ

ております。 21ローマ帝国の市民であるわたしたちが受け入れることも、実行すること

も許されない風習を宣伝しております。」 22群衆も一緒になって二人を責め立てたの

で、高官たちは二人の衣服をはぎ取り、「鞭で打て」と命じた。 23そして、何度も鞭で

打ってから二人を牢に投げ込み、看守に厳重に見張るように命じた。 24この命令を受け

た看守は、二人をいちばん奥の牢に入れて、足には木の足枷をはめておいた。 

25真夜中ごろ、パウロとシラスが賛美の歌をうたって神に祈っていると、ほかの囚人

たちはこれに聞き入っていた。 26突然、大地震が起こり、牢の土台が揺れ動いた。たち

まち牢の戸がみな開き、すべての囚人の鎖も外れてしまった。 27目を覚ました看守は、

牢の戸が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったと思い込み、剣を抜いて自殺し

ようとした。 28パウロは大声で叫んだ。「自害してはいけない。わたしたちは皆ここに

いる。」 29看守は、明かりを持って来させて牢の中に飛び込み、パウロとシラスの前に

震えながらひれ伏し、 30二人を外へ連れ出して言った。「先生方、救われるためにはど

うすべきでしょうか。」 31二人は言った。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あな

たも家族も救われます。」 32そして、看守とその家の人たち全部に主の言葉を語った。 

33まだ真夜中であったが、看守は二人を連れて行って打ち傷を洗ってやり、自分も家族

の者も皆すぐに洗礼を受けた。 34この後、二人を自分の家に案内して食事を出し、神を

信じる者になったことを家族ともども喜んだ。 



 

福音書 ヨハネによる福音書 17章 20－26節 

 

20 また、彼らのためだけでなく、彼らの言葉によってわたしを信じる人々のためにも、

お願いします。 21父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内にいるように、

すべての人を一つにしてください。彼らもわたしたちの内にいるようにしてください。そう

すれば、世は、あなたがわたしをお遣わしになったことを、信じるようになります。 22あ

なたがくださった栄光を、わたしは彼らに与えました。わたしたちが一つであるように、彼

らも一つになるためです。 23わたしが彼らの内におり、あなたがわたしの内におられるの

は、彼らが完全に一つになるためです。こうして、あなたがわたしをお遣わしになったこと、

また、わたしを愛しておられたように、彼らをも愛しておられたことを、世が知るようにな

ります。 24父よ、わたしに与えてくださった人々を、わたしのいる所に、共におらせてく

ださい。それは、天地創造の前からわたしを愛して、与えてくださったわたしの栄光を、彼

らに見せるためです。 25正しい父よ、世はあなたを知りませんが、わたしはあなたを知っ

ており、この人々はあなたがわたしを遣わされたことを知っています。 26わたしは御名を

彼らに知らせました。また、これからも知らせます。わたしに対するあなたの愛が彼らの内

にあり、わたしも彼らの内にいるようになるためです。」 


